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航

物

物

自

くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

被害想定

3,574㎥がれき量

104橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

富士IC

新富士IC

富士宮市役所
資材置場

静岡県富士土木事務所
資材置場 拠点事務所 拠点事務所

富士国道維持出張所
資材置場 拠点事務所 拠点事務所

資材置場

富士宮市民体育館

資材置場

富士市総合運動公園

富士市役所
資材置場

富士市立少年自然の家・丸火体育館

富士市立中央病院

富士宮市立病院

麓の森の大きなお家 まほろば

富士市産業交流展示場

（ふじさんめっせ）

静岡県／富士・富士宮

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

田子の浦港

富士川河川敷憩い

の広場（野球場）

富士総合運動公園

（陸上競技場）

外神スポーツ広場

芝川スポーツ広場

富士川河口東側

富士市防災

ヘリポート

▲●

●

●

■

●

●

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所

凡 例
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2

御殿場IC

裾野IC

航

自

くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

被害想定

508㎥がれき量

74橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

2箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

資材置場

裾野市運動公園

資材置場

陸上自衛隊富士駐屯地

資材置場

陸上自衛隊滝ヶ原駐屯地

資材置場

陸上自衛隊駒門駐屯地

資材置場

御殿場国道維持出張所
拠点事務所 参集場所

資材置場

小山町総合文化会館

裾野市役所
資材置場

小山町役場
資材置場

御殿場プレミアム・アウトレット
駐車場

御殿場市役所

御殿場市民会館

須走多目的広場

裾野市民文化センター

小山町生涯学習センター多目的広場

御殿場市体育館

駒門SIC
（下り）

駒門SIC
（上り）

小山町総合体育館

静岡県／北駿

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

御殿場市陸上競技場

小山町多目的広場

裾野市運動公園陸上競技場

●

●

●

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所

凡 例
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3

長泉沼津IC

沼津岡宮IC

航

物

物

くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

被害想定

8,781㎥がれき量

56橋台橋梁段差

2橋橋梁流出

1橋落橋

15箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

清水町役場

キラメッセぬまづ

長泉町役場

長泉町勤労者体育センター

沼津市立病院

戸田B&G海洋センター

国立病院機構
静岡医療センター

清水町
体育館

県立沼津城北高校グラウンド

静岡県警察東部運転免許センター

資材置場

県立愛鷹広域公園

資材置場

富士通（株）沼津工場

資材置場

駿河湾沼津SA（下り線）

資材置場

柿田川公園

沼津市役所
資材置場

資材置場

資材置場

沼津河川国道事務所

沼津国道維持出張所

資材置場 参集場所拠点事務所

静岡県東部地域局

拠点事務所

拠点事務所 参集場所

静岡県／南駿

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

沼津漁港

内浦漁港

静浦漁港

戸田漁港

御浜海水浴場

井田海水浴場すべり

大瀬海水浴場

千本浜

沼津今沢海岸

牛臥海岸

沼津市営野球場

長泉中央グラウンド

清水中学校
グラウンド

▲

▲

▲

▲■

■

■

■

■

■

●

●

●

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所

凡 例
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4

函南塚本IC

三島塚原IC

航

物

くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

被害想定

398㎥がれき量

16橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

1箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

静岡県／三島・函南

三島市役所
資材置場

函南町役場
参集場所

韮山運動公園
資材置場

函南運動公園
参集場所

函南運動公園

柏谷公園 野球場

長伏グラウンド
北側駐車場

●
●

●

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

三島市民文化会館

三島市民体育館

三島市総合防災センター

三島総合病院

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所

凡 例
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5

修善寺IC

大平IC

月ヶ瀬IC

物

くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

被害想定

4,495㎥がれき量

62橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

36箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

旧スポーツワールド
資材置場

資材置場

伊豆の国市役所
参集場所

資材置場

道の駅『伊豆のへそ』
参集場所

参集場所 資材置場

伊豆市役所

静岡県／田方

順天堂大学医学部付属
静岡病院

長岡体育館

大仁体育館

修善寺体育館

中伊豆
社会体育館

天城小学校

天城中学校体育館

天城ドーム

土肥中学校

修善寺虹の郷（駐車場）

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

■

■

■

▲

▲

■

■

●

●

●
土肥海水浴場

小土肥海岸

御浜海水浴場

土肥港

戸田漁港

井田海水浴場すべり

大瀬海水浴場

旧スポーツワールド駐車場
（旧4号調整池）

虹の郷臨時駐車場

伊豆総合高等学校
土肥分校グラウンド

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所

凡 例
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6くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

被害想定

10,576㎥がれき量

20橋台橋梁段差

3橋橋梁流出

0橋落橋

27箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

伊東市民病院

大輪荘

伊東温泉競輪場

国際医療福祉大学
熱海病院

姫の沢公園
（スポーツ広場、駐車場）

資材置場

伊東高校
資材置場

伊東市役所
資材置場参集場所

参集場所拠点事務所

熱海市役所
資材置場

静岡県熱海土木事務所
資材置場

静岡県／熱海・伊東

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

熱海港（熱海港耐震）

伊東港（伊東耐震）

網代漁港

小室山公園総合運動公園

初島

長浜人工海水浴場

オレンジビーチ

伊東港東側すべり

伊東観光桟橋

熱海観光港芝生広場

大室山登山リフト第３駐車場

市民運動場

▲

▲

●

▲

▲

▲

■

■

▲

●

●

●

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所

凡 例
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7

物

くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

被害想定

17,749㎥がれき量

30橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

53箇所斜面崩壊

1箇所トンネル崩落

静岡県／賀茂東

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

賀茂危機管理庁舎
参集場所拠点事務所

河津町役場
資材置場

静岡県下田土木事務所
資材置場 拠点事務所 参集場所

クロスカントリーコース
資材置場

B&G海洋センター・
B&G海洋センター体育館

河津建設（株）資材倉庫

公益社団法人地域医療振興協会
伊豆今井浜病院

東伊豆町役場

医療法人社団健育会
熱川温泉病院

康心会伊豆東部病院

県立下田高校グラウンド

バガテル公園

東伊豆町役場横 立体駐車場

下田市消防団第5分団第1部詰所用地

爪木崎公園駐車場

下田
メディカルセンター

敷根公園健康広場

認定こども園駐車場

下田市役所

東伊豆町営総合グラウンド

下田港

稲取漁港

須崎漁港

敷根公園健康広場

わくわくの森第一駐車場
（鉢ノ山セラピーロード）

東伊豆町営総合グラウンド

今井浜海水浴場

白浜大浜海水浴場

外浦海水浴場

多々戸浜
海水浴場

入田浜
海水浴場

吉佐美大浜
海水浴場

熱川YOU湯ビーチ

▲

▲

▲

●

●

■

■

■

■■
■

●

■

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所

凡 例
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8くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

被害想定

23,747㎥がれき量

26橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

33箇所斜面崩壊

1箇所トンネル崩落

黄金崎クリスタルパーク駐車場

西伊豆町役場

松崎町役場

南伊豆町役場

道の駅『下賀茂温泉 湯の花』

下田高校
南伊豆分校

三坂地区防災センター

妻良漁港

松崎中学校
体育館

医療法人社団建育会
西伊豆建育会病院

道の駅『花の三聖苑伊豆松崎』

静岡県／賀茂西

物

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

差田グラウンド
資材置場

県立松崎高校グラウンド
参集場所

賀茂危機管理庁舎
参集場所拠点事務所

宇久須漁港

松崎港

三坂漁港

安良里漁港

田子漁港

仁科漁港

雲見漁港

岩地漁港

黄金崎クリスタルパーク駐車場

松崎高等学校グラウンド

差田グラウンド

弓ヶ浜海水浴場

妻良漁港

雲見海水浴場

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
●

■

●

●

●

▲

■

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所

凡 例

8



1

●

島田大井川
緑地公園

●

大井川清流緑地（高島グラウンド）

▲
焼津漁港

▲
地頭方漁港

▲
小川漁港

▲焼津石津海岸（焼津石津浜）

▲
相良漁港 坂井

くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

御前崎港

大井川緑地公園
（大井川緑地）

富士山静岡空港

牧之原市役所

菊川IC

吉田IC
島田土木事務所
資材置場

拠点事務所
参集場所

資材置場

牧之原市静谷字三栗

資材置場

島田市神座

静波体育館

島田金谷IC

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

被害想定

5,631㎥がれき量

106橋台橋梁段差

3橋橋梁流出

0橋落橋

3箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

相良総合グラウンド

島田市総合
スポーツセンター
ローズアリーナ

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲
静岡県／牧之原

御前崎市拠点防災倉庫

御前崎市役所

島田市役所

島田市立総合
医療センター

相良牧之原IC

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所

9



2

●

島田大井川緑地公園

くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

静岡県／牧之原（川根）

資材置場

島田市神座

島田土木（川根支所）
資材置場

拠点事務所

参集場所

資材置場

島田市 金谷神尾
76番地先

川根本町役場

高郷河川敷多目的広場

健康増進施設
（体育館）

島田金谷IC

被害想定

401㎥がれき量

26橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

8箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N 優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所

10



3

●

島田大井川緑地公園

▲
焼津漁港

▲
大井川港

▲
小川漁港

▲焼津石津海岸
（焼津石津浜）

●

大井川清流緑地（高島グラウンド）

くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

参集場所

拠点事務所

資材置場

資材置場

牧之原市静谷字三栗

大井川焼津藤枝SIC

吉田IC

焼津IC

島田土木事務所

被害想定

3,003㎥がれき量

38橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

3箇所斜面崩壊

2箇所トンネル崩落

谷稲葉IC

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

静岡県／吉田

大井川河川敷運動公園

島田市役所

島田市立総合医療センター

島田市総合スポーツセンター
ローズアリーナ

吉田町総合体育館

吉田町中央公民館

吉田町役場

静波体育館

牧之原市役所

榛原総合運動公園
ぐりんぱる

N 優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所

11



4

●

島田大井川
緑地公園

▲
焼津漁港

▲
小川漁港

▲焼津石津海岸（焼津石津浜）

●

大井川清流緑地（高島グラウンド）

▲清水港

▲江尻埠頭

▲
興津埠頭

▲
新興津埠頭

▲日の出埠頭

▲
三保真崎海水浴場

▲
三保の松原

▲清水港（油槽所）

●

静岡県立静岡中央高校

●日本平運動公園

●

静岡競輪場駐車場

▲
用宗漁港

▲
浜川河口西側海岸

▲
安倍川河川敷

くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

焼津市立総合病院

新静岡IC

静岡IC

拠点事務所

静清国道維持出張所

静岡国道事務所

資材置場

拠点事務所

焼津市消防防災センター

資材置場

焼津市大島

資材置場

資材置場

藤枝岡部IC周辺

大井川港

航空自衛隊静浜基地

資材置場

参集場所

拠点事務所

島田土木事務所

被害想定

4,089㎥がれき量

80橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

1箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

藤枝市瀬戸谷字中山

大井川河川敷運動公園
凡 例

静岡県／焼津

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

藤枝総合運動公園

大井川農業協同組合
農産物集出荷場

静岡県藤枝総合庁舎
(静岡県中部方面本部)

静岡県武道館

藤枝市立総合病院

焼津市役所

藤枝岡部IC

焼津IC

焼津市総合体育館

藤枝市役所

焼津市総合グラウンド

N 優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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5

▲清水港

▲江尻埠頭

▲興津埠頭
▲新興津埠頭

▲日の出埠頭

▲三保真崎海水浴場

▲三保の松原

▲
清水港（油槽所）

●

●

静岡県立静岡中央高校

●

日本平運動公園

▲
用宗漁港

▲浜川河口
西側海岸

▲
安倍川河川敷

静岡競輪場駐車場

くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

新清水JCT

清水IC

静岡IC

拠点事務所

駿河日本平ブロック
静岡土木センター

参集場所

参集場所

駿河大里ブロック
高松浄化センター

拠点事務所

資材置場

静岡国道事務所

拠点事務所

参集場所

駿河長田ブロック
長田コミュニティ防災センター

拠点事務所

拠点事務所

拠点事務所

葵中央ブロック
中央体育館

参集場所

拠点事務所

参集場所

拠点事務所

葵藁科ブロック
藁科生涯学習センター

参集場所

葵城北ブロック
城北浄化センター

拠点事務所

参集場所

拠点事務所

葵北ブロック
俵沢道路工事センター

静清国道維持出張所

静岡市役所

資材置場

美川町防災倉庫

新静岡IC

静岡ヘリポート
被害想定

2,171㎥がれき量

29橋台橋梁段差

1橋橋梁流出

0橋落橋

1箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

静岡県／静岡

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

清水JCT

静岡済生会総合病院

県立草薙総合運動場

静岡産業支援センター
（ツインメッセ静岡）

静岡県庁静岡市静岡庁舎
・葵区役所

静岡市立静岡病院

西ヶ谷総合運動場駐車場

道の駅『宇津ノ谷峠』

静岡赤十字病院

静岡県立総合病院

駿府城公園

N 優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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6

●日本平運動公園

▲清水港

▲江尻埠頭

▲興津埠頭

▲新興津埠頭

▲日の出埠頭
▲三保の松原

▲三保真崎海水浴場

くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

資材置場

国道1号沿道国有地
（清水区横砂地区）

参集場所

拠点事務所

清水中央ブロック
（一社）清水建設業協会

参集場所

拠点事務所

清水南ブロック
岡生涯学習交流館

新清水JCT

被害想定

6,453㎥がれき量

41橋台橋梁段差

1橋橋梁流出

0橋落橋

1箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

静岡県／清水

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

清水港(油槽所)

清水庵原球場

清水港(興津)

清水港(日の出)

静岡市立清水病院

N 優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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7

●

富士川河川敷スポーツ広場

▲興津埠頭
▲新興津埠頭

くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

新清水IC

資材置場

静岡市宍原地先

参集場所

拠点事務所

清水蒲原ブロック
蒲原市民センター

参集場所

拠点事務所

清水由比ブロック
由比生涯学習交流館

清水北ブロック
小島生涯学習交流館

新富士IC

参集場所

拠点事務所

富士川SIC・SA

被害想定

2,276㎥がれき量

50橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

2箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

静岡県／興津

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

清水宍原スポーツ広場

清水PA(下り線)

清水PA(上り線)

N 優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され
ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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1くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

静岡県／湖西

0 5km

被害想定

4,634㎥がれき量

14橋台橋梁段差

1橋橋梁流出

0橋落橋

1箇所斜面崩壊

道路啓開ルート

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点
進出拠点
救助活動拠点
その他の拠点
広域支援ルート
被災地内進出ルート
被災地内ルート
迂回路
拠点アクセスルート
沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)されて
いる耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁
盛土対策必要箇所
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2くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

0 5km

静岡県／浜松②

被害想定

3,887㎥がれき量

19橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

3箇所斜面崩壊

道路啓開ルート

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点
進出拠点
救助活動拠点
その他の拠点
広域支援ルート
被災地内進出ルート
被災地内ルート
迂回路
拠点アクセスルート
沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)されて
いる耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁
盛土対策必要箇所
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3くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

静岡県／浜松①

0 5km

被害想定

5,800㎥がれき量

12橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

1箇所斜面崩壊

道路啓開ルート

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点
進出拠点
救助活動拠点
その他の拠点
広域支援ルート
被災地内進出ルート
被災地内ルート
迂回路
拠点アクセスルート
沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)されて
いる耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁
盛土対策必要箇所
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4くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

静岡県／磐田

0 5km

被害想定

3,829㎥がれき量

19橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

道路啓開ルート

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点
進出拠点
救助活動拠点
その他の拠点
広域支援ルート
被災地内進出ルート
被災地内ルート
迂回路
拠点アクセスルート
沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)されて
いる耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁
盛土対策必要箇所
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5くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

静岡県／袋井

0 5km

被害想定

6,447㎥がれき量

22橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

道路啓開ルート

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点
進出拠点
救助活動拠点
その他の拠点
広域支援ルート
被災地内進出ルート
被災地内ルート
迂回路
拠点アクセスルート
沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)されて
いる耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁
盛土対策必要箇所
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6くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

静岡県／掛川

0 5km

被害想定

4,600㎥がれき量

15橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

6箇所斜面崩壊

道路啓開ルート

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点
進出拠点
救助活動拠点
その他の拠点
広域支援ルート
被災地内進出ルート
被災地内ルート
迂回路
拠点アクセスルート
沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)されて
いる耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁
盛土対策必要箇所
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7くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

静岡県／菊川 N静岡県／菊川 道路啓開ルート

0 5km

被害想定

2,989㎥がれき量

6橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

6箇所斜面崩壊

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点
進出拠点
救助活動拠点
その他の拠点
広域支援ルート
被災地内進出ルート
被災地内ルート
迂回路
拠点アクセスルート
沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)されて
いる耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁
盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

音羽蒲郡IC

愛知県／田原

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N 優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

豊橋公園

拠点事務所

東三河建設事務所
参集場所

名古屋国道事務所 東三河維持出張所

豊橋市役所
東三河総局

独立行政法人国立病院機構
豊橋医療センター

三河港船渡埠頭3号岸壁

三河港田原埠頭2号岸壁

愛知県立渥美農業高等学校屋外運動場

田原市役所渥美支所

前澤物産株式会社
田原青果センター

田原市役所

道の駅伊良湖
クリスタルポルト

資材置場

大崎IC高架下

名四国道事務所
拠点事務所

被害想定

5,116㎥がれき量

22橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

1箇所斜面崩壊

拠点事務所

三河港務所
参集場所

豊川IC

七根IC

大崎IC

豊橋港IC

豊橋東IC

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

道の駅とよはし

赤羽根文化広場

JA愛知みなみ
第1事業所（東部支所）

太平洋ロングビーチ

恋路ヶ浜

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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資材置場

豊川為当IC高架下

中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／豊橋

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N
名四国道事務所
拠点事務所

豊川市役所

豊橋総合スポーツ公園
（豊橋市総合体育館）

新城PA(下り)
陸上自衛隊
豊川駐屯地

名四国道事務所
豊川建設監督官詰所

豊川市民病院

豊橋市民病院

陸上自衛隊
日吉原演習場

陸上自衛隊
千両演習場

豊橋河川事務所
三河港神野埠頭7号岸壁

豊川地区防災倉庫

拠点事務所

東三河建設事務所
参集場所

被害想定

1,789㎥がれき量

81橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

資材置場

豊川IC高架下

資材置場

小坂井御津IC高架下

拠点事務所

三河港務所
参集場所

東三河ふるさと公園

音羽運動公園

音羽
蒲郡IC

豊川IC

神野新田IC

豊川橋南IC

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

豊川橋料金所跡地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／蒲郡

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

蒲郡市民病院

蒲郡市役所

三河港務所 蒲郡出張所

三河港蒲郡埠頭9号岸壁

蒲郡市
モーターボート競走場

蒲郡市民体育センター

拠点事務所

東三河建設事務所
参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

浜町仮設ソフトボール場

蒲郡市公園グラウンド

音羽蒲郡IC

蒲郡IC
蒲郡IC高架下

資材置場

被害想定

422㎥がれき量

0橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

東三河ふるさと公園

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／幸田

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

幸田町役場

蒲郡市農業協同組合
総合集出荷場

拠点事務所

西三河建設事務所
参集場所

幸田町民会館

名古屋国道事務所
岡崎国道維持出張所

参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

幸田芦谷IC高架下

幸田中央公園

音羽蒲郡IC

幸田芦谷IC

岡崎東IC

岡崎IC

蒲郡IC

西尾東IC

被害想定

0㎥がれき量

6橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／西尾

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

西尾市民病院

一色漁港耐震強化岸壁

西尾市役所

サンエイ株式会社 西尾物流センター

愛知県中央青果株式会社
西尾市場

小松運輸株式会社
西尾物流センター

カリツー株式会社
西尾東物流センター

拠点事務所

西三河建設事務所
西尾支所

参集場所

県立西尾東高等学校

資材置場

西尾東C高架下

一色海浜公園

横須賀公園

緑ケ崎野球場

愛知こどもの国

岡崎IC

西尾東IC

小島江原IC

幸田芦谷IC

被害想定

3,959㎥がれき量

36橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

3箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／碧南

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

厚生連 安城更生病院

衣浦港中央埠頭 東4号岸壁

安城市役所

碧南市役所

県立碧南高等学校

拠点事務所

知立建設事務所
参集場所

碧南市臨海公園

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

和泉IC高架下
県立高浜高等学校

和泉IC

西尾東IC

高棚北IC

被害想定

1,147㎥がれき量

37橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／刈谷

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

刈谷豊田総合病院

高浜エコハウス

刈谷市役所

高浜市役所

刈谷市総合運動公園

拠点事務所

知立建設事務所
参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

上重原IC高架下

県立高浜高等学校

上重原IC

和泉IC

豊明IC

豊田南IC

高棚北IC

西中IC

被害想定

341㎥がれき量

42橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／大府

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

大府市役所

東浦町役場

東浦町西部防災倉庫

大府市中央防災倉庫

拠点事務所

知多建設事務所
参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

名古屋南IC高架下

県立東浦高等学校

あいち健康の森公園

阿久比IC

名古屋南IC

豊明IC

東海IC

知
多
半
島
道
路

東浦知多IC

大府東海IC

被害想定

698㎥がれき量

28橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

共和IC
大府西IC

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／半田

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

半田市役所

衣浦港事務所

愛知県道路公社道路管制室・
愛知道路コンセッション株式会社

衣浦港中央埠頭西3号岸壁

武豊町中央公民館

知多県民事務所

阿久比町役場

ふれあいの森

阿久比スポーツ村

拠点事務所

知多建設事務所
参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

半田中央IC

拠点事務所

衣浦港務所
参集場所

半田中央IC

半田IC

知多横断道路

南
知
多
道
路

阿久比IC被害想定

626㎥がれき量

44橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／武豊

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

衣浦港武豊北埠頭1号岸壁

拠点事務所

知多建設事務所
参集場所

武豊町役場

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

県道72号
南知多道路高架下

拠点事務所

衣浦港務所
参集場所

武豊町町民会館
ふれあい広場

半田中央IC

半田IC

武豊IC

美浜IC

南
知
多
道
路

被害想定

537㎥がれき量

18橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／美浜

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

美浜町役場

JAあいち知多 美浜営農センター

美浜町総合公園体育館

JAあいち知多 南知多営農センター
内海事業所

愛知県厚生農業協同組合連合会
知多厚生病院

拠点事務所

知多建設事務所
参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

県道72号
南知多道路高架下

美浜町総合公園

美浜IC

南知多IC

豊丘IC

南
知
多
道
路

被害想定

1,619㎥がれき量

10橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

1箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／南知多

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

南知多町役場

旧新運動公園

JAあいち知多
南知多営農センター
野菜集出荷場

拠点事務所

知多建設事務所
参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

県道7号大井西
交差点付近

南知多IC

豊丘IC

美浜IC

南
知
多
道
路

被害想定

4,371㎥がれき量

8橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

6箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

小野浦海水浴場

内海海水浴場

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／常滑

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

半田運動公園

知多半島
総合医療センター

常滑市役所

サザンアリーナ

常滑市体育館

ボートレース
とこなめ

地方卸売市場
知多南部総合卸売市場

知多中央防災倉庫

拠点事務所

知多建設事務所
参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

半田中央IC

半田中央IC

半田IC

武豊IC

南知多IC

美浜IC

阿久比IC

セントレア東IC

常滑IC

知
多
半
島
道
路

南
知
多
道
路

511

被害想定

97㎥がれき量

12橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

1箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

りんくうビーチ

小野浦海水浴場

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／知多

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

公立西知多総合病院

拠点事務所

知多建設事務所
参集場所

出光興産(株)愛知事業所

東海市役所

知多市役所

旭公園体育館

知多市民体育館

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

名古屋南IC高架下

ふれあい広場

あいち健康の森公園
大府東海IC

東浦知多IC

名古屋南IC東海IC

阿久比IC

大高IC

55

被害想定

113㎥がれき量

60橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

知多運動公園

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／名古屋沿岸部

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

名古屋国道事務所
維持第三出張所

名古屋高速道路公社黄金ビル

名古屋港管理組合

名古屋港大江ふ頭
38号岸壁

名古屋港潮凪ふ頭
28、29号岸壁

ENEOS名古屋
第二油槽所

稲永公園
(稲永スポーツセンター)

名古屋国際会議場・白鳥公園一帯
（名古屋国際会議場）

中川土木事務所

港土木事務所

名古屋競輪場

熱田神宮公園

豊明市役所

旧中村土木事務所
中川土木参集場所
（大津波警報発令時）

名古屋港(金城ふ頭5、6、12号上屋)

名古屋港金城ふ頭新規岸壁（概成）

愛知豊明花き
地方卸売市場

ポートメッセなごや
名古屋市国際展示場 名古屋港

大高緑地

中京病院

名古屋掖済会病院

中部労災病院
名四国道事務所

名古屋港湾事務所

名古屋港湾空港
技術調査事務所

日本赤十字社
愛知医療センター
名古屋第一病院

参集場所

熱田土木事務所

名古屋市役所
拠点事務所

名古屋国道事務所
維持第一出張所

参集場所

名古屋国道事務所
拠点事務所

中土木事務所
参集場所

中村土木事務所
参集場所

南土木事務所
参集場所

中央公園

豊明IC

東海IC

名港中央IC

名港潮見IC

大高IC

船見出入口

笠寺出口

堀田出口

黄金出入口

名古屋高速
都心環状線

名古屋高速5号万場線

名古屋南IC

名
古
屋
高
速
4
号
東
海
線

稲永東公園

被害想定

2,212㎥がれき量

83橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／弥富

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

学戸公園

海南病院

津島市民病院

海部県民事務所

戸田川緑地

あま市役所

愛西市役所

津島市役所

弥富市役所

蟹江町役場

飛島村役場

佐川急便株式会社
佐屋営業所

栄進物流株式会社

森吉通運株式会社
蟹江ロジスティクスセンター

津島市文化会館

飛島村南拠点
避難所

七宝防災倉庫

県立美和高等学校

飛島村北拠点
避難所

南部地区
防災センター

JA海部東農業協同組合
美和支店ライスセンター

JAあいち海部レンコンセンター

道の駅ふれあいの里
HASUパーク

名古屋港鍋田ふ頭
T2、T3岸壁

名古屋港飛島ふ頭
TS1、TS2岸壁

拠点事務所

海部建設事務所
参集場所

大治町役場

あいち海部農業協同組合
大治支店

大治(三本木)
水防倉庫

名古屋国道事務所
維持第一出張所

参集場所

名古屋国道事務所
拠点事務所

資材置場

伊勢湾岸高架下
（楠１丁目交差点東）

森グラウンド

大治町多目的スポーツ広場

日光川
ウォーターパーク

海南こどもの国

東公園

佐屋総合運動場

立田総合運動場

木曽川高畑地区河川防災ステーション

佐織総合運動場

弥富文化広場市民グランド

上野グランド

七宝鷹居グラウンド

美和グラウンド

蟹江IC

湾岸弥富IC

弥富IC

飛島IC

名古屋西IC

大治北IC

甚目寺北IC

伊勢湾岸自動車道

名古屋高速5号万場線

富田IC

被害想定(海部)

335㎥がれき量

58橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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155

中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／一宮

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

一宮市立市民病院

総合大雄会病院

愛知県厚生農業
協同組合連合会
稲沢厚生病院

稲沢市民病院

一宮市役所

稲沢市役所

一宮スポーツ文化センター

尾西生涯学習センター

佐川急便株式会社
一宮営業所

拠点事務所

一宮建設事務所
参集場所

名古屋国道事務所
維持第二出張所

参集場所

拠点事務所

愛知国道事務所

稲沢市陸上競技場

国営木曽三川公園
ﾜｲﾙﾄﾞﾈｲﾁｬｰﾌﾟﾗｻﾞ

祖父江ワイルドネイチャー緑地

資材置場

一宮木曽川IC高架下

一宮東出口

一宮JCT

一宮西IC

尾西IC

一宮IC

一宮木曽川IC

東
海
北
陸
自
動
車
道

133155
67

被害想定

0㎥がれき量

20橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／江南

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

いちい信金スポーツセンター
（愛知県一宮総合運動場）

JA愛知北犬山支店

尾張一宮PA
(上り)

尾張一宮PA
(下り)

愛知県厚生農業協同組合連合会
江南厚生病院

岩倉市役所

犬山市役所

江南市役所

北名古屋市役所

大口町役場

扶桑町役場

日本通運株式会社
名古屋北支店
ロジスティクス課

北名古屋市
総合体育館

山の田公園野球場

岩倉市総合
体育文化センター

石塚硝子株式会社
本社・岩倉工場

KTXアリーナ
（江南市スポーツセンター）

扶桑文化会館

Home&nicoホール
（江南市民文化会館）

扶桑町中央公民館

拠点事務所

一宮建設事務所
参集場所

拠点事務所

尾張建設事務所
参集場所

拠点事務所

愛知国道事務所

名古屋国道事務所
維持第二出張所

参集場所

資材置場

小牧IC高架下

大口町総合運動場

一宮IC

春日出口

小牧IC

一宮東出口

東
海
北
陸
自
動
車
道

被害想定

0㎥がれき量

15橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／春日井

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

名古屋飛行場
(航空自衛隊小牧基地)

中日本高速道路（株）
名古屋工事事務所

愛・地球博記念公園

内津峠PA(上り)

内津峠PA(下り)

愛知県警察学校

陸上自衛隊
春日井駐屯地

中部管区警察学校

小牧市スポーツ公園

小牧市民病院

春日井市民病院

愛知医科大学病院

公立陶生病院

航空自衛隊小牧基地

瀬戸市役所

春日井市役所

小牧市役所

長久手市役所

尾張旭市役所

豊山町役場

尾張旭市総合体育館

ながくてエコハウス

山車倉庫

豊山町社会教育センター

尾張東地方卸売市場

春日井市総合体育館

日立チャネルソリューションズ株式会社

拠点事務所

尾張建設事務所
参集場所

拠点事務所

愛知国道事務所

名古屋国道事務所
維持第二出張所

参集場所

資材置場

春日井IC高架下

瀬戸市民公園

白山運動広場
牛山運動広場

小牧市総合運動場

旭ケ丘運動広場

城山野球場

尾張旭市南グランド

晴丘運動広場

長久手スポーツの杜

県森林公園

名古屋IC

小牧JCT

春日井IC

勝川IC

小牧IC

楠JCT

小牧北出口

小牧北入口

豊山南入口

大森C

本郷IC

名神高速道路

被害想定

0㎥がれき量

4橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／名古屋内陸部

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

名古屋記念病院

名古屋市立大学
医学部附属
西部医療センター

藤田医科大学病院

愛知国道事務所

中部技術事務所

名古屋国道事務所
維持第一出張所

名古屋国道事務所
維持第四出張所

中日本高速道路（株）
名古屋支社

中日本高速道路（株）
名古屋 保全・サービスセンター

名古屋高速道路公社
本社

庄内緑地

平和公園

志段味スポーツランド

小幡緑地
（守山スポーツセンター）

牧野ヶ池緑地

陸上自衛隊
守山駐屯地

名東スポーツセンター

清須市役所

瑞穂公園体育館

新川地域文化広場

中京競馬場

キリンビール
名古屋工場

ミライノ本社営業所

名古屋市
中小企業
振興会館
（吹上ホール）

名古屋大学
医学部附属病院

名古屋市立大学
医学部附属
東部医療センター

名古屋市立
大学病院

日本赤十字社
愛知医療センター
名古屋第二病院

拡大図

守山土木事務所
参集場所

名東土木事務所
参集場所

天白土木事務所
参集場所

瑞穂土木事務所
参集場所

名古屋国道事務所
拠点事務所

昭和土木事務所
参集場所

東土木事務所
参集場所

千種土木事務所
参集場所中土木事務所

参集場所

緑土木事務所
参集場所

参集場所

枇杷島公園

清須

庄内通

上社南IC

小幡IC

名古屋IC

守山SIC

鳥見

鳴海IC

有松IC

植田IC

春岡 四谷

清洲東IC

名古屋第二環状自動車道

名古屋高速
都心環状線

名古屋高速5号万場線

名
古
屋
高
速
6
号
清
須
線

吹上東
吹上西

中部地方整備局
丸の内庁舎

中部地方整備局
三の丸庁舎

名古屋高速道路公社
黒川ビル

愛知県道路公社本社

愛知県庁

尾張建設事務所、
尾張県民事務所

愛知県自治センター

名城公園

北土木事務所

西土木事務所

名古屋合同庁舎２号館、

愛知国際アリーナ

名古屋医療センター

拡大図

拠点事務所

名古屋市役所

参集場所

参集場所

丸の内

黒川

被害想定

0㎥がれき量

34橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／豊田

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

豊田加茂建設事務所
足助支所

豊田市役所小原支所

豊田市役所足助支所

豊田市役所稲武支所

豊田市役所旭支所

豊田市役所
下山支所

豊田市役所藤岡支所

豊田市役所
松平支所

豊田スタジアム
豊田市
西部体育館

豊田地域文化
広場体育館

豊田市運動公園体育館

東山体育センター

豊田市松平体育館

厚生連 豊田厚生病院

トヨタ記念病院

中日本高速道路（株）
豊田保全・サービスセンター

拡大図

資材置場

豊田東IC高架下

名四国道事務所
拠点事務所

藤岡コミュニティ広場

緑の公園

下山中学校

越戸公園

豊田藤岡IC

豊田勘八IC

豊田東IC

豊田松平IC

豊田上郷SIC

被害想定

0㎥がれき量

4橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

豊田市役所

豊田加茂総合庁舎

名古屋国道事務所
豊田維持出張所

名四国道事務所
豊田出張所

拡大図

拠点事務所

豊田加茂
建設事務所

参集場所

参集場所

中央公園一帯
（矢作川豊田 防災ス
テーションを含む。）

白浜公園

矢作川
豊田防災ステーション

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／豊田２

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

日進市役所

みよし市役所

東郷町役場

東郷町民会館

日進市民会館

JAあいち豊田
グリーンステーション三好

中部トラック総合研修センター

拠点事務所

豊田加茂
建設事務所

参集場所

資材置場

豊田東IC高架下

名四国道事務所
拠点事務所

三好公園

東名三好IC

被害想定

0㎥がれき量

0橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／岡崎

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

岡崎中央総合公園

岡崎市役所

知立市役所

岡崎通運株式会社
矢作主管営業所

岡崎市役所
額田支所

安城市総合運動公園

岡崎通運株式会社
安城東ロジネット・センター

岡崎通運株式会社
上郷ロジネット・センター

高岡公園体育館

柳川瀬公園体育館

岡崎市民病院

藤田医科大学
岡崎医療センター

西三河県民事務所

拠点事務所

西三河建設事務所
参集場所

名古屋国道事務所
岡崎国道維持出張所

参集場所

資材置場

豊田東IC高架下

名四国道事務所
拠点事務所

昭和グランド

岡崎IC

岡崎東IC

豊田東IC豊田南IC

豊田
上郷SIC豊明IC

愛知県中央青果株式会社
本社岡崎市場

被害想定

0㎥がれき量

45橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／新城

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

被害想定

0㎥がれき量

0橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

N

新城総合公園

新城設楽建設事務所
設楽支所

設楽町役場

東栄町役場

豊根村役場

新城市役所作手総合支所

新城市役所鳳来総合支所

設楽町役場津具総合支所

豊根村役場富山支所

設楽町ふれあい広場
スイスイパーク

東栄B&G海洋センター体育館

拡大図

長篠設楽原PA

名四国道事務所
拠点事務所

桜淵いこいの広場グラウンド

ふれあいパークほうらい

鬼久保ふれあい広場

新城IC

鳳来峡IC

新城市民病院
新城市役所

東三河総局
新城設楽振興事務所

新城市役所東庁舎

拡大図
拠点事務所

新城設楽
建設事務所

参集場所

資材置場

新城道路
防災基地

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

濃尾平野総合啓開を踏まえ検討

濃尾平野総合啓開を踏まえ検討

参集場所（支援） 資材置場

桑名東ＩＣ付近

資材置場

桑名ＩＣ付近
拠点事務所・参集場所(支部内）

桑名建設事務所

応援業者

桑名市総合運動公園

被害想定

1,621㎥がれき量

38橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／桑名

桑名東IC

桑名IC

みえ朝日IC四日市東IC

東員IC

大安IC

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例
凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

資材置場

四日市ＩＣ付近

資材置場

四日市東ＩＣ付近

拠点事務所・参集場所(支部内）

四日市建設事務所

参集場所（支援）

垂坂ソフトボール場

参集場所（支援）

グレイスヒルズカントリー倶楽部

鈴鹿地区から啓開

みえ朝日IC
四日市東IC

四日市IC

菰野IC

被害想定

9,751㎥がれき量

78橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

2箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／四日市

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

拠点事務所・参集場所(支部内）

鈴鹿建設事務所

広域防災拠点（中勢拠点）

資材置場

鈴鹿ＩＣ付近

参集場所(支援)

資材置場

鈴鹿市河川
防災センター

被害想定

2,475㎥がれき量

44橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

1橋落橋

0箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／鈴鹿

鈴鹿IC

亀山IC

名阪国道

津地区から啓開

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

応援業者

拠点事務所・参集場所(支部内・支援)

北勢国道事務所 亀山庁舎

被害想定

109㎥がれき量

60橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／亀山

亀山IC

名阪国道

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

拠点事務所・
参集場所(支部内）

三重河川国道事務所

参集場所（支援）

中勢グリーンパーク

資材置場

中勢バイパス整備予定地

被害想定

8,543㎥がれき量

50橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

1橋落橋

1箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／津1

芸濃IC

津IC

久居ＩＣ付近

資材置場

中勢バイパス高架下

津市久居グラウンド

参集場所（支援）

メッセウィングみえ

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画
拠点事務所・参集場所(支部内）

三重河川国道事務所

資材置場

久居ＩＣ付近

応援業者

津市久居グラウンド
参集場所（支援）

資材置場

中勢バイパス高架下

参集場所（支援）

メッセウィングみえ

応援業者

被害想定

8,543㎥がれき量

50橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

1橋落橋

1箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／津2

津IC

久居IC

一志嬉野IC

参集場所（支援）

中勢グリーンパーク

資材置場

中勢バイパス整備予定地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

拠点事務所・参集場所(支部内）

紀勢国道事務所

参集場所（支援）

松阪農業公園ベルファーム

応援業者

応援業者

参集場所（支援）

松阪市嬉野グラウンド

参集場所（支援）

天啓公園

被害想定

12,393㎥がれき量

112橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／松阪1

一志嬉野IC

松阪IC

伊
勢
自
動
車
道

資材置場

松阪多気BPⅡ期線用地

資材置場

松阪多気BPⅡ期線用地

参集場所（支援）

明和町公共施設整備事業用地

資材置場

勢和多気ＩＣ付近

参集場所（支援）

VISION

天啓公園

拠点事務所・参集場所（支部内）

紀勢国道事務所

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

資材置場

勢和多気ＩＣ付近

参集場所（支援）

天啓公園

応援業者

被害想定

12,393㎥がれき量

112橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

2箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／松阪2

勢和多気IC

大宮大台IC

拠点事務所・参集場所(支部内）

紀勢国道事務所

松阪農業公園ベルファーム

参集場所（支援）

松阪市嬉野グラウンド

資材置場

松阪多気ＢＰⅡ期線用地（2箇所）

明和町公共施設整備事業用地

参集場所（支援）

VISION

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所54



くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

資材置場

伊勢西ＩＣ付近

伊勢建設事務所

参集場所（支援）

五十鈴公園

参集場所（支援）・資材置場

広域防災拠点
（伊勢志摩拠点）資材置場

玉城ＩＣ付近

参集場所（支援）

宮リバー度会パーク

参集場所（支援）

大仏山公園

拠点事務所・参集場所(支部内）

被害想定

23,266㎥がれき量

224橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

2橋落橋

17箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／伊勢1

伊勢西IC玉城IC

伊勢二見鳥羽ライン

伊勢IC

朝熊東IC
鳥羽IC

楠部IC

朝熊IC

道路啓開基地

五ヶ所浦道路啓開基地

南中村道路啓開基地

塩屋道路啓開基地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

参集場所（支援）

宮リバー度会パーク

志摩地区から啓開

被害想定

23,266㎥がれき量

224橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

2橋落橋

17箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／伊勢2
参集場所（支援）・資材置場

広域防災拠点
（伊勢志摩拠点）

伊勢西ＩＣ付近

資材置場

玉城ＩＣ付近

五十鈴公園

参集場所（支援）

大仏山公園

伊勢建設事務所
拠点事務所・参集場所(支部内）

資材置場

紀勢大内山IC付近
道路啓開基地

崎道路啓開基地

村上道路啓開基地

参集場所（支援）

大紀町役場
大紀町大内山支所

道路啓開基地

五ヶ所浦道路啓開基地

道路啓開基地

塩屋道路啓開基地

道路啓開基地

南中村道路啓開基地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

資材置場

紀勢大内山IC付近

参集場所（支援）

大紀町役場

参集場所（支援）

大紀町大内山支所

被害想定

23,266㎥がれき量

224橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

2橋落橋

17箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／伊勢3 大宮大台IC

紀勢大内山IC

紀伊長島IC

南中村道路啓開基地

道路啓開基地

五ヶ所浦道路啓開基地

塩屋道路啓開基地

参集場所（支援）

宮リバー度会パーク

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

資材置場

鳥羽市堅神町地内

磯部ふれあい公園
参集場所（支援）

応援業者

被害想定

14,703㎥がれき量

74橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／志摩1

鳥羽IC
松下JCT

二見JCT

朝熊東IC

楠部IC

朝熊IC

資材置場

志摩市阿児町立神地内
道路啓開基地

立神道路啓開基地

迫子道路啓開基地

塩屋道路啓開基地

阿児ふるさと公園
参集場所（支援）

志摩建設事務所
拠点事務所・参集場所(支部内）

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

志摩建設事務所

資材置場

志摩市阿児町立神地内
阿児ふるさと公園
参集場所（支援）

応援業者

拠点事務所・参集場所(支部内）

被害想定

14,703㎥がれき量

74橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

0箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／志摩2
資材置場

鳥羽市堅神町地内
道路啓開基地

堅神道路啓開基地

磯部ふれあい公園
参集場所（支援）

立神道路啓開基地
道路啓開基地

迫子道路啓開基地
道路啓開基地

塩屋道路啓開基地
道路啓開基地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

応援業者

資材置場

紀北PA

伊勢地区から啓開

伊勢地区から啓開

被害想定

23,519㎥がれき量

108橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

3箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／尾鷲1

紀伊長島IC

資材置場

紀北町海山区馬瀬地内
尾鷲北ＩＣ付近

拠点事務所参集場所（支援・支部内）

尾鷲建設事務所

道路啓開基地

島原道路啓開基地

道路啓開基地

馬瀬道路啓開基地
三木里道路啓開基地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント
第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

資材置場

紀北町海山区馬瀬地内

資材置場

尾鷲北ＩＣ付近

拠点事務所
参集場所（支援・支部内）

尾鷲建設事務所

被害想定

23,519㎥がれき量

108橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

3箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／尾鷲2

海山IC

尾鷲北IC

資材置場

紀北PA

道路啓開基地

馬瀬道路啓開基地

道路啓開基地

島原道路啓開基地
三木里道路啓開基地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

被害想定

23,519㎥がれき量

108橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

3箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／尾鷲3

三木里IC

賀田IC

資材置場

紀北町海山区馬瀬地内
尾鷲北ＩＣ付近

拠点事務所参集場所（支援・支部内）

尾鷲建設事務所

紀北PA

道路啓開基地

三木里道路啓開基地

道路啓開基地

馬瀬道路啓開基地
島原道路啓開基地 尾鷲南IC

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

拠点事務所・参集場所(支部内）

熊野建設事務所

熊野新鹿IC付近
資材置場

被害想定

11,062㎥がれき量

90橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

2箇所斜面崩壊

0箇所トンネル崩落

三重県／熊野1

賀田IC

熊野新鹿IC

大泊IC

道路啓開基地

井内道路啓開基地

上市木道路啓開基地

新鹿道路啓開基地
道路啓開基地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所
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くしの歯ルート・拠点アクセスルートの具体計画

被害想定

11,062㎥がれき量

90橋台橋梁段差

0橋橋梁流出

0橋落橋

2箇所斜面崩壊

1箇所トンネル崩落

三重県／熊野2
拠点事務所・参集場所(支部内）

熊野建設事務所

熊野新鹿IC付近
資材置場

新鹿道路啓開基地
道路啓開基地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

:ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

:海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

:砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

熊野市スポーツ公園

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

沿道建築物の耐震化状況
重ねるハザードマップで公表(R5年度末時点)され

ている耐震性能が不足する建築物が6棟以上の路線

速やかな機能回復未確保の橋梁

盛土対策必要箇所64




